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Ⅰ 問題の所在と本研究の目的 
１．保育者養成課程におけるピアノ教育が抱える課題 
保育者養成課程において、音楽は子どもの豊かな感性や表現力を育むために必要な分野
として今日に至るまで重視されてきた。したがって、ピアノ課題は今昔を問わず、保育者
を目指す者にとって不可避の課題となっている。しかし、近年保育者養成校におけるピア
ノ経験者の割合は逓減し、多くの養成校がピアノ初心者の指導に腐心しているのが現状で
ある。その背景にあるのは、子どもの習い事の変遷であろう。1980 年代から 2000 年頃に
かけて、それまで習い事の首位を占めていたピアノに代わって学習塾や運動系の習い事が
台頭し、幼少期にピアノを習う子どもの割合は徐々に減少していった（久本ら 2003）。小
栗ら（2016）の調査のケースでは、保育者養成課程入学までにピアノを習ったことが無い、
あるいは合格後や入学後に習い始めたという学生の割合は全体の 25％を占めている。この
ように、保育者を目指す時点でピアノ歴を持たない青年は増加傾向にあり、保育者養成課
程におけるピアノ課題は彼らにとって大きな障壁となっている。 
鍵盤楽器は、その学習開始時期が低年齢であるほど読譜のための知識と演奏技術を複合
的且つ段階的に習得することが可能であり、更に長期に渡る練習の蓄積によって技能が向
上していくものである（たとえば宮本 2004）。しかし、保育者養成課程における初心者へ
のピアノ指導は、その目的に焦点を絞った課題内容と時間的な制約とを考慮に入れた効率
的な指導が期待されるものであり、いわゆる「習い事」として子どもに対しおこなわれる
ような内容や長期的な展望を前提としたピアノの初期教育とは異なり、指導方法を工夫す
る必要がある。その選択肢の一つとして、近年、ICT が注目されている。 
 
２．音楽教育における ICT の活用 
①先行研究検討 
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e ラーニングや ICT を活用する音楽教育の実践は世紀をまたいだ頃から増え始め、その
実践報告や効果検証は今世紀になって馴染みあるものになりつつある。小倉隆一郎による
一連の報告、研究では、TV 電話を利用したリアルタイム・ピアノレッスンの検討（小倉 
2005）、ホームページや音楽配信サービスというメディアを用いた指導法の検討（小倉 
2006）、ミュージックラボラトリーにおける PC ソフトウェアの活用の検討（小倉 2010）、
携帯電話などのモバイル端末を利用する音楽教育実践の検討（小倉 2011）、模範演奏のサ
ンプル映像データを手持ちの機材で録画しネット上にアップロードした試み（小倉 2013）
やそこでの課題の克服を目指したネットレッスンシステムの活用の検討（小倉 2014）がな
され、それぞれの実践方法の利点と問題点が指摘されている。 
また、中平勝子らの研究では、e ラーニング教材を取り入れたピアノ弾き歌い指導の授業
デザイン変化の検討（中平ら 2010）や、模範演奏の閲覧、e ラーニング教材による学習、
ピアノ弾き歌い演奏映像の提出という一連の授業デザインの検討（中平ら 2012）がなされ
ている。こうした授業デザインはそのまま本研究の研究デザインへと反映されているもの
である。 
なお、それぞれの実験の結果判明した利点や問題点の整理を含むより詳しい先行研究検
討については、小栗ら（2016）を参照されたい。 
➁本研究の目的 
これらの先行調査・研究を背景に、筆者らは「保育者養成課程におけるピアノ教育」に
主題を限定し、調査や実験研究を進めてきた。ニーズ調査（小栗ら 2016）に基づく改善案
の構想、試み、その効果の検証という一連の研究デザインのもと、本研究では、ICT を用
いたピアノ教育の効果検証を目的とした。従来の調査研究における効果検証の方法は主と
して学生による自由記述や質問紙調査であったが、本研究では統計処理を用いた客観的な
効果検証によりその信頼性と妥当性を確保したところに独創性がある。 
 
３．「反転学習」としての ICT を用いた音楽教育 
ICT を用いた音楽教育という授業実践は、「反転授業」（flipped classroom）や「反転学
習」（flipped learning）と呼ばれる教育実践につながる可能性を持つものである。バーグマ
ンらが紹介する一般的な定義によれば、「反転授業」とは「生徒が自宅で講義ビデオを見て、
ふつうなら宿題として取り組む内容（ワークシート、問題集、教科書の章末にある練習問
題など）を教室でやる、というもの」（バーグマンら 2015: 32）であり、「反転学習」とは
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「直接指導を集団学習の場から独習の場へと移し、その結果として集団学習の場を、動的
で双方向型の学習環境へ変容させる教育アプローチのこと」（バーグマンら 2015: 33）であ
る。「反転授業」が授業形態の変更に着目する概念であるのに比べて、「反転学習」は学習
状況の変容を教育観レベルから捉え直そうとする理念レベルの概念であると言える。 
本研究で試みたピアノ教育の実践も、形式的には ICT を用いた「反転授業」に通ずるも
のと言えるが、そうした取り組みを「反転学習」という理念レベルの概念で捉え返したと
き、保育者養成校における音楽教育の現状のあり方についての反省が生じうることも指摘
できるだろう。バーグマンらは、教育者が学習者の「選択を支える環境づくり」をおこな
うことが「反転学習」にとって重要であることを強調している（バーグマンら 2015: 65）。
教育者側が設定したこなすべき課題曲の内容を、教育者側が設定した順序で学習者に提示
し、それを学習者がひとつずつクリアしていくという音楽教育カリキュラムのあり方は、
保育者養成校における現実的なあり方としては妥当かもしれない。しかしながら、「反転学
習」の理念に照らせば、指導内容のすべてが最初の段階ですでに用意され
．．．．．．．．．．．．．
——たとえば、
教育者側が設定したこなすべき課題曲の模範演奏動画ライブラリや演奏のポイントを含む
指導用動画のセットなど——、学習者がそれをみずから選択
．．
し、自身の設定した順序で
．．．．．．．．．．
学
習していく——そして対面の直接指導の段階では学習者がすでに自身の苦手なポイントを
熟知しており、教育者はその点の指導に時間を割くことができる——という教育モデルも
可能性としては浮上する。本研究のひとつの展望として、こうした「反転学習」の理想的
な教育モデルを実現することも筆者らは視野に入れている。 
 
Ⅱ 方 法 
１．実験の時期 
実験は 2 回に分けて実施した。1 回目は 2017 年 1 月、2 回目は 2017 年 10 月であり、い
ずれも放課後に実施した。 
 
２．実験場所と実験協力者 
関東圏内の A 短期大学のレッスン室を使用した。レッスン室は定員 1 名で、アップライ
トピアノが 1 台ずつ設置されている。実験には保育者養成課程に在籍している学生 14 名（女
性 14 名）が参加した。当該課程では、入学前のピアノ技量テストでクラス分けをおこない、
通常クラスと、初心者クラスに分けられている。入学してくる 140 名前後の学生のうち、
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おおよそ 25 名程度が初心者クラスとなる。本研究では保育者養成課程におけるピアノ初心
者への効果的な教育実践を目的としていることから、1 年生の初心者クラスで実験参加者の
募集をおこなった。1 回目の募集では 8 名、2 回目の募集では 6 名の応募があり、応募者全
員が実験に参加した。 
 
３．実験デザイン 
本実験では、ピアノの模範演奏動画の視聴効果を検討するために、無作為化統制群事後
テストデザインを用いた。本実験では事前テストを実施していないが、実験協力者の 14 名
は入学前のピアノ技量テストにより、初心者クラスにクラス分けされており、その技量に
大差はないと考えられる。これらの実験協力者を、ランダムに介入群と統制群に分類し、
両群の差（被験者間要因）を検討することで介入効果の評価をおこなった。 
なお、無作為化では Excel2016 で疑似乱数を発生させ、その順序に基づいて群分けをお
こなった。また、統計解析には SPSS statistics 20 for Windows を使用した。 
 
４．使用した曲 
題材となった曲を実験協力者が知っていたか否かによるバイアスを排除するために、使
用する曲は第二著者がオリジナルで作曲した。 
 
５．使用した教材（模範演奏動画） 
介入群が視聴するため
の教材として、第二著者
による模範演奏動画を作
成した。模範演奏動画は
全体で 3 分 18 秒で、は
じめに曲の全体を通した
模範演奏をおこなった。
次に、弾くときの注意と
して運指のポイント（指
の移動やくぐりなど）に
ついて、右手と左手の順
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に解説した。最後に、両手で弾くときの注意点について楽譜に沿って一段ずつ解説をおこ
なった。作成した模範演奏動画の一場面を図 1 に示す。 
 
６．手続き 
まず、実験に参加した 14 名の学生を介入群 7 名と統制群 7 名に、ランダムで群分けした。
そして、各学生には実験の開始とともに、作成した課題曲の楽譜を配布した。各群におけ
る課題曲の練習時間は 20 分であった。介入群では、練習のはじめに模範演奏動画を視聴し
た。動画は各学生のスマートフォンを使ってレッスン室内で視聴し、視聴している時間も
練習時間に含めた。つまり、介入群が練習する時間は、統制群よりも実質的に短いことと
なる。20 分の練習後に各学生が課題曲を演奏し、それを録音したものを本研究のデータと
した。 
 
７．評価方法 
評価は A 短期大学で非常勤講師として勤務するピアノ講師 3 名によっておこなわれた。
評価の基準は A 短期大学における通常のピアノ試験と同様の基準とし、「音」「リズム」「テ
ンポ」「曲全体」について、それぞれ 5 点満点で評価した。「音」と「リズム」はその正確
性が、「テンポ」は適切性が、また、「曲全体」においては音楽が停滞することの無い滑ら
かな演奏が求められる。各基準について 3 名の評価者の平均値を算出し、それを当該学生
の得点とした。 
評価にあたってバイアスを排除するために、評価者にはどの学生が実験に参加している
のかということや、どの演奏が介入群の学生によるものかなどといった事前情報は伏せら
れた。録音データの再生順序は、介入群と統制群を合わせたランダム再生とした。 
 
８．倫理的配慮 
本研究の実施にあたって、筆頭発表者の所属機関において倫理審査委員会の承認を得た。
また、各学生に対して研究同意説明書および口頭にて、①研究の目的、②実験への参加が
自由意思にもとづくこと、③実験結果は成績評価には全く関係しないこと、④実験で得ら
れたデータは研究以外の目的には使用しないこと、⑤個人名等のプライバシーは保証する
こと、⑥支障が生じた場合には途中で拒否できることを説明し、研究同意書に署名・捺印
を得た。 
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 Ⅲ 結 果 
１．記述統計 
評価点の記述統計について、表 1 に示す。 
 
２．信頼性と妥当性 
データの信頼性を検討するために、評価者間の級内相関係数（Intraclass Correlation 
Coefficients：ICC）を算出した。分析の結果、「音」の ICC は.78、「リズム」は.95、「テン
ポ」は.84、「曲全体」は.88 であり、いずれにおいても高い信頼性を有していることが確認
された。 
妥当性については、本実験は無作為化統制群を用いているため、内的妥当性を有してい
ると判断した。 
 
３．各評価点の平均値の差 
模範演奏動画の有無によって、介入群と統制群のピアノの評価点に差があるかどうかを
検討するために、独立変数を群（介入群・統制群）、従属変数を各基準の評価点の平均値と
して、対応のない t 検定をおこなった。その結果、「音」（t=2.80、df=6.17、p<.05）、「リズ
ム」（t=3.00、df=12、p<.05）、「テンポ」（t=4.18、df=12、p<.01）、「曲全体」（t=3.86、df=12、
p<.01）のいずれにおいても、両群間に有意な差が認められ、介入群のほうが統制群よりも
評価点が高かった。結果を図 2 に示す。 
 
Ⅳ 考 察 
本研究では、模範演奏動画の視聴の有無によってピアノ初心者の練習成果にどのような
違いが生じるかを検証することにより、保育者養成課程の音楽教育における ICT 活用の可
能性を検討した。ここでは実験により得られた結果をもとに考察を述べたい。 
最小値 最大値 平均値 標準偏差
音 1.70 5.00 4.14 1.07
リズム 1.00 5.00 3.09 1.58
テンポ 1.00 5.00 3.53 1.35
曲全体 1.00 5.00 3.17 1.43
表１　記述統計（n=14）
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図 2 の結果が示す通り、介入群の演奏は練習時間が実質的に短いにもかかわらず、全て
の評価点が統制群に対し有意に高くなることが明らかになった。さらに、いずれの評価項
目においても介入群の演奏の評価点の平均値は 4.00 を上回っていることから、その練習成
果が模範演奏に極めて近い状態であったことが窺える。反対に、統制群の演奏は「音」の
項目を除いて評価点の平均値が全て 3.00 を下回る結果となっており、特に「リズム」の項
目においては極めて低い数値を指していることから、統制群の演奏がいかに正確性を欠い
たものであったかが見て取れる。初見の楽曲の譜読みにあたり、ピアノ初心者にとってリ
ズムの解読は大きな不安要素であることが明らかとなった。 
項目ごとに見ていくと、介入群と統制群の評価点の平均値の差異が 1.30 と最も小さかっ
たのは「音」に関する評価となっており、聴覚的なサポートが無かったとしても、ピアノ
初心者が比較的正確に音符を読み取ることが可能であることが分かる。一方、「リズム」と
「テンポ」に関しては、両者の差異がともに 2.00 と大きく、模範演奏動画の視聴の有無が
練習成果に大きく影響したと推察される。この結果は、介入群が楽譜を「見る」ことによ
ってではなく、「聴く」ことによって把握したリズムやテンポがそのまま演奏に反映された
ことを示唆している。端的に言えば、聴覚を利用した練習法がもたらした効果ということ
**:p <.01　*:p <.05
図２　各評価点の平均値の差（n=14）
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になり、読譜のみではイメージすることが出来なかったリズムや曲の流れを音声で捉え、
練習における模倣の積み重ねが演奏の完成度の高さに繋がったと考えられる。裏を返せば、
視覚のみに頼った読譜はピアノ初心者にとって困難を極める作業ということになろう。 
さらに注目すべき点は、「曲全体」の評価点の平均値の差異である。介入群が統制群を 2.06
も上回っており、介入群の演奏においては弾き直しや音楽の停滞、停止などが少なく、ス
ムーズに演奏がおこなわれたことを示している。今回の教材には指番号や演奏を指示する
記号などは記載されていない上、練習中の楽譜への記入を禁止したため、両群ともに演奏
をする上での手がかりとなるものが極めて少ない状態で練習を開始した。つまり、読譜と
いう点においては全く同条件で練習がおこなわれたことになる。しかし、演奏の総合評価
ともいえるこの項目においては大きな差異が現れている。原因として考え得るのは、模範
演奏動画の中の「解説」に当たる部分の視聴の有無であろう。指使いは大きく演奏を左右
する要因となるものである。しかし、音の並びに対応する適切な指使いや運指のパターン
は長期に渡るピアノの経験を積んでいく中で自然と習得していくものであり、ピアノ初心
者が短時間のうちに独力で指使いを探りあてることは至難の業である。介入群は運指のポ
イント、すなわち指広げや指くぐりなどの「曲の難所」とも言うべき箇所を動画視聴によ
って予め知り、加えてその具体的な練習方法やコード進行の特徴を認識した上で練習に臨
んだために、段階的かつ効率的な自主練習が実現したと推察される。このように、模範演
奏動画は、単にその楽曲がどのようなメロディーやリズムで構成されているかを知る手段
としてだけではなく、練習方法のガイドラインを示すという意味において大きな効果が認
められた。 
 
Ⅴ 今後の展望 
 本研究により、ピアノの模範演奏動画の視聴効果が高いことが判明した。本研究を発展
させることにより、保育者養成課程の音楽教育の充実に寄与することが期待できる。そこ
で、今後の研究の方向性、教材開発、教育実践の方向性について、以下に列記する。 
 
１．今後の研究の方向性 
①模範演奏動画の改良 
 視聴効果を高めるために、練習方法のガイドラインに重点を置いた動画の撮り方等を工
夫する。 
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②弾き歌い模範演奏動画の研究 
 保育の現場では、ピアノ演奏だけでなく、ピアノを弾きながら子どもたちに歌の指導を
おこなうために、ピアノの弾き歌いが求められている。そこで、ピアノの弾き歌いの模範
演奏動画の研究を進める。 
③動画以外の教材（注釈付き楽譜等）の開発 
 今回は扱っていないが、模範演奏動画を用いた学習の効果を高めるための、動画以外の
教材（注釈付きの楽譜等）の開発を進める。 
 
２．教材開発 
①保育者養成課程のカリキュラムに沿った模範動画の整備 
 保育者養成課程の音楽の授業のカリキュラムに基づいて、初心者クラスで必要となる課
題について十分な数の模範演奏動画ライブラリの整備を進める。 
②模範演奏動画ライブラリ視聴環境の整備及び学習環境の整備 
 音楽室、ピアノレッスン室、共用音楽室等の、練習用のピアノや電子ピアノがある教室
で、模範演奏動画ライブラリが視聴できる環境を整える。たとえば、タブレット端末を複
数導入して、各レッスン環境で視聴できるようにする。 
③副教材の作成と整備 
 前述の注釈付き楽譜等の、模範演奏動画ライブラリの効果を高める動画以外の教材の開
発と並行して、その教材化を進める。 
 
３．教育実践 
ピアノ演奏から弾き歌いへ発展させる。 
①ピアノ演奏技術の向上に向けて 
 初心者から上級者まで対応できる模範演奏動画ライブラリを充実させ、保育者養成課程
学生のピアノ演奏技術の向上に資する。 
②ピアノ演奏から弾き歌いへ 
 ピアノ弾き歌いの模範演奏動画の研究を進め、効果的な弾き歌いの習得方法を模索する。 
③他の音楽実践への発展 
 リトミック等、保育の現場で活用されている音楽実践の習得に本研究の成果を応用し発
展させる。 
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